
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

7 月 30 日(金)、第 48 回東北七県珠算競技大会が東北各県支部

会場をオンラインで結び実施、当支部は青森市のリンクステー

ションホールで開催しました。 

 午後 12 時 55 分、斎藤隆支部長が開会を宣言、続いて大場英

和大会長(秋田県支部長)が「昨年秋田県で行われる予定でした

が、コロナ禍により中止となりました。今回オンラインによっ

てリモートで実施する運びとなり、幾多の苦労がありました

が、開催にこぎつけることができたのは各県支部のご協力、特

に大会の計画、立案をしていただいた青森県支部のおかげで

す」と感謝の言葉を述べました。来賓祝辞では工藤壽和理事長が「今回も開催が危ぶまれましたが、秋田

県支部を先頭に一致団結してオンライン大会を開催してくれました。心をひとつにして良い大会にしてほ

しい。本大会の成り行きを全国の先生方が注目しています。これからの道しるべになることを期待します」

と成功を祈念、選手を代表して秋田県の村井佑羽君が「私達を支え応援

してくれた方に感謝し競技することを誓います」と宣誓、力強い声が東

北各県会場に響きわたり、精鋭 226 名による｢東北一｣をめざす熱い戦い

が繰り広げられました。 

 個人総合競技は、交換採点、審査委員による二審の後、決勝戦を行い、

種目別競技(読上暗算、読上暗算、フラッシュ暗算)は優勝者のみ決定し、

後日入賞者を発表しました。  

 閉会式では丹野知行本部理事が講評、次回開催担当の仲村昌夫新潟県

支部長が閉会を宣言し閉会。大会はオンラインという初めての試みでし

たが事前の周到な準備が功を奏し、午後 4 時 35 分の定刻通り滞りなく

終了しました。 

 

 

 

 

9 月 5 日(日)令和 3 年度定時社員総会がオンラインにより開催され

ました。今回はギリギリまで京都での代議員参加による開催を試み

ましたが、新型コロナウイルス感染症の爆発的拡大の状況により、

やむなくオンラインでの開催となりました。 

当支部からは斎藤隆支部長と福士隆行副支部長が参加、接続の可

否を点検後、午後 1 時 30 分から事前に配布されていた令和 2 年度事

業報告、決議事項の承認が行われました。第 6 号議案、理事・監事

選任の件では、代議員の投票により工藤壽和先生が 13 期目(平成 7 年より)の理事に当選、引き続き行われ

た新任理事会において理事長に再選されました。工藤壽和先生は立候補の抱負の中で「今、連盟は会員数

減、会員の高齢化、少子化の三重苦の中にある。そろばんにそして教室に魅力があれば必ず子供たちの笑

顔が戻ってくると信じている。本部・支部・会員教場の繁栄、それが一番の目標です」と述べ支持を訴え

ました。理事長 2 期目、連盟発展のため、さらなるご活躍を祈念いたします。 

☎

《 写真：理事長就任挨拶。 
右は副理事長就任の岡久泰大先生 》 

《 写真：オンラインで繋がった各県の会場と 

               司会進行の斎藤拓哉先生 》 

《 写真：スクリーンに映し出された 

種目別問題を解く、青森県選手団 》 

※種目別問題は、事前に録音・録画をし

て作成されたものを全会場で流した。 



 

 

令和 3 年度第 2 回常任委員会が 11 月 14 日、各地区をオンラインで結び開催され

ました。午前 9 時 30 分に開会、支部長挨拶、議長選出、事務局より定足数の報告が

あり会議は成立、議案審議に入りました。 

 議事１号「支部会則の改正」について斎藤隆支部長より提案があり、審議の結果

承認されました。改正点…支部総会招集第 16 条 4 項として『支部長は大規模な天変

地異、又は広範囲な感染症等のため総会を招集できない場合は理由を記した文章を

もって、会員に通知しなければならない』『同項による事態が生じた場合は、目的で

ある事項を記載した書面をもって会員に通知し、同意書に署名捺印の上、支部に提

出する処置を講じることとする』を追加。協議報告事項は以下の通りです。 

■全日本珠算選手権記録会の成績について… 全国 100 位以内に、本県から第 4 位の松岡有里さんはじめ、

8 名が入ったことなどを斎藤拓哉競技部長が報告。 

■書類のメール決済について… 今まで通りの郵送や FAX に加えてメールでも受け付ける。 

■次回開催のオンライン講習会の演題… 来年 7 月の検定試験から改訂される『応用計算の改正点とその指

導について』と題して行う。 

■検定試験のコロナ欠席について… 感染もしくは濃厚接触者となった場合、受験料の返金に応じる。 

■第 50 回東北七県珠算競技大会の開催について… 来年の第 49 回大会(新潟県で開催)の後について、オン

ライン開催か現地開催か等について意見交換。 

■インターネット広告導入ついて… 須藤享仁先生より自塾でインターネット広告を出した事、その内容に

ついて説明があったが、今後の検討課題とした。 (12 時閉会) 

 

 

 

    

青森県珠算選手権大会が 10 月 31 日（日)と 11 月 3 日（水･祝日）

のどちらか都合の良い日を選び、県内各地区 6 会場をオンラインで

結んで開催されました。参加選手 94 名は、大会 1 週間前の 10 月 24

日から新型コロナウイルス拡大防止対策として健康観察を実施、観

察表に毎日の体温や咳、味覚･臭覚異常など 10 項目を記入し大会前

日に教場の先生に提出しました。 

 大会は午前 9 時 30 分開始、個人総合競技、種目別競技(読上暗

算、読上暗算、フラッシュ暗算)が行われ全競技終了後、複数会員

立ち会いの元、個人総合問題と種目別答案用紙を封印し支部へ送

付、各競技の入賞者は 11 月 11 日に支部の YouTube チャンネルで発

表されました。（午前 11 時 30 分終了） 

 

 

 

 

★

11 月 13 日（土）、山崎力先生のお

別れの会が、青森市のホテル青森で開

催され、当支部より斎藤隆支部長夫

妻、福士隆行副支部長が参列し献花、

哀悼の意を捧げました。 
 山崎力先生は 6 月 2 日、新型コロナ

ウイルスに感染し逝去されました。参

議院議員として総務副大臣や参院予算

委員長など要職を務め、珠算教育に対

する深い理解のもと、支部名誉顧問と

して長年にわたり支部の行事にご協力

頂きました。心より感謝申し上げ、ご

冥福をお祈りいたします。 

《 写真：競技委員長のかけ声で、全会場の 

生徒たちが一斉に競技を始める様子 》 

 


